
箏
曲
は
お
も
し
ろ
い

伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
・
レ
ク
チ
ャ
コ
ン
サ
ー
トV

o
l.7

会
　場
　
京
都
府
立
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

主
　催
　
京
都
和
文
華
の
会

共
　催
　
真
如
苑

協
　力
　
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
社
団
法
人 

京
都
デ
ザ
イ
ン
協
会

　
　
　
　
N
P
O
法
人 

京
都
文
化
企
画
室 　

　
　
　

日
　時
　
平
成
23
年
10
月
5
日
（
水
）

午
後
６
時
30
分
開
演
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ご
挨
拶

G
R

E
E

T
IN

G

プ
ロ
グ
ラ
ム

P
R

O
G

R
A

M

　
本
日
は
ご
来
場
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
日
本
の
伝
統
音
楽
を
多
く
の
人
々
に
伝
え
て
い
こ
う
と
、
平
成
一
八
年
か
ら
続
け
て
ま
い

り
ま
し
た
「
日
本
の
伝
統
音
楽
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
」
も
、
今
回
で
第
七
回

目
を
迎
え
ま
す
。
当
初
、
一
年
に
一
回
程
度
の
開
催
で
ど
れ
ほ
ど
の
効
果
が
あ
る
の
か
と
少

し
心
配
も
し
ま
し
た
が
、
構
成
の
先
生
方
や
ご
出
演
者
、
何
に
も
ま
し
て
観
客
の
皆
様
な
ど

多
く
の
方
々
に
支
え
ら
れ
、
回
を
重
ね
る
ご
と
に
確
か
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
こ
に
改
め
ま
し
て
全
面
的
に
ご
支
援
い
た
だ
い
て
ま
い
り
ま
し
た
真
如
苑
を
は
じ
め

と
す
る
関
係
各
位
に
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
文
化
芸
術
会
館
に
お
い
て
常
磐
津
節
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
今
年

は
会
場
を
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ
に
戻
し
て
の
公
演
で
す
。
伝
統
楽
器
で
は
な
じ
み
深
い
箏

の
音
楽
を
取
上
げ
、
構
成
解
説
は
第
一
回
に
地
歌
を
担
当
い
た
だ
き
、
そ
の
舞
台
が
大
好
評

を
博
し
ま
し
た
久
保
田
敏
子
先
生
に
再
度
の
ご
登
場
を
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
出
演
者
に
今
回
も
す
ば
ら
し
い
演
奏
家
の
皆
さ
ん
を
お
招
き
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
東
京
か
ら
は
山
田
流
の
名
門
萩
岡
松
韻
さ
ん
と
お
嬢
様
の
萩
岡
未
貴
さ
ん
、
萩
岡

信
乃
さ
ん
。
福
井
市
か
ら
は
京
極
流
の
家
元
和
田
一
久
さ
ん
。
関
西
か
ら
は
生
田
流
で
ご
活

躍
の
気
鋭
の
横
田
佳
世
子
さ
ん
、
片
岡
リ
サ
さ
ん
、
と
な
か
な
か
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
素

晴
ら
し
い
メ
ン
バ
ー
に
ご
出
演
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　
一
方
、
今
回
も
多
く
の
方
に
お
申
込
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
大
幅
に
定
員
を
超
え
て
抽

選
と
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
数
の
方
か
ら
ご
応
募
い
た
だ
い
た
こ
と
へ
の
感
謝
と

と
も
に
、
ご
参
加
い
た
だ
け
な
い
方
に
は
大
変
申
し
訳
な
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後
に
向

け
て
体
制
の
強
化
を
は
じ
め
と
し
て
、
皆
さ
ん
の
ご
要
望
に
お
答
え
す
る
方
法
が
な
い
か
、

関
係
者
と
も
よ
く
相
談
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
、
今
後
と
も
ま

す
ま
す
ご
支
援
ご
鞭
撻
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
間
も
な
く
開
演
で
す
。
ど
う
ぞ
、
最
後
ま
で
ゆ
っ
く
り
と
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

京
都
和
文
華
の
会

　
　
　
代
表
　
早
川
聞
多

Ⅰ
・
主
催
者
挨
拶
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
早
川 

聞
多

Ⅱ
・
筝
曲
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
久
保
田 

敏
子

Ⅲ
・
演
奏 

そ
の
一

①
箏
曲
の
原
点

　
　《
六
段
の
調
》

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
萩
岡 

松
韻

②
箏
曲
の
ル
ネ
サ
ン
ス

　
　
　
　
　
　
　
　
　《秋
風
の
曲
》
六
段
打
合

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
横
山
佳
世
子
・
片
岡 

リ
サ

③
箏
曲
の
ネ
オ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
《
厳
島
詣
》

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
和
田 

一
久

④
箏
曲
の
浄
瑠
璃
化
《
須
磨
の
嵐
》

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
萩
岡 

松
韻
・
萩
岡 

未
貴
・
萩
岡 

信
乃

　
　休
　憩

Ⅳ
・
演
奏
　
そ
の
二

⑤
洋
楽
的
新
技
法
の
導
入

　
　宮
城
道
雄
作
曲
《
ロ
ン
ド
ン
の
夜
の
雨
》・《
秋
の
流
れ
》

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
片
岡 

リ
サ

⑥
現
代
に
蘇
る
古
典
の
名
曲

　広
瀬
量
平
作
曲
《
み
だ
れ
に
よ
る
変
容
》

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
横
山 

佳
世
子

⑦
最
先
端
の
多
弦
箏

　
　伊
福
部
昭
作
曲
《
琵
琶
行
―
白
居
易
ノ
興
二
倣
フ
―
》

　
　
　
　
　
　
　
　…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
横
山 

佳
世
子

司
会
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
南
端 

玲
子

出
演
者
紹
介

演 

奏
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三
世
萩
岡
松
韻
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）中
能
島
慶
子
、
中
能
島
欣
一
両
師
に
師
事
。

昭
和
55
年（
１
９
８
０
）東
京
藝
術
大
学
在
学
中
に
四
代
目
を
継
承
。

平
成
20
年（
２
０
０
８
）東
京
藝
術
大
学
教
授
に
就
任
。

作
曲
活
動
に
も
力
を
入
れ
、歌
僡
抄
他
Ｃ
Ｄ
の
リ
リ
ー
ス
も
多
数
。現
在
、

箏
・
三
弦
の
並
列
譜
に
曲
目
解
説
、
実
演
Ｃ
Ｄ
付
き
の
「
山
田
流
　
四

ツ
物
全
集
」
を
制
作
中
。

芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
新
人
賞
、
文
化
庁
芸
術
祭
優
秀
賞
、
伝
統
文

化
ポ
ー
ラ
優
秀
賞
等 

受
賞
多
数
。

日
本
三
曲
協
会
常
任
理
事
、
山
田
流
箏
曲
協
会
会
長
、
東
京
藝
術
大
学

同
声
会
理
事
、
正
派
音
楽
院
講
師
。

昭
和
20
年（
１
９
４
５
）２
月
８
日
、
大
阪
市
浪
速
区
生
ま
れ
。

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）３
月
、
京
都
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
（
物
性
物
理
学
）。
都
山
流
尺
八
ク
ラ
ブ
「
叡
風
会
」
に
所
属
、
森
田

鸞
山
に
師
事
。

昭
和
40
年（
１
９
６
５
）８
月
、
福
井
市
に
京
極
流
の
雨
田
光
平
を
訪
ね
、
そ

の
ま
ま
師
事
。

昭
和
45
年（
１
９
７
０
）４
月
以
来
十
七
年
間
の
富
士
電
機
勤
務
の
の
ち
福
井

に
移
住
。

昭
和
60
年（
１
９
８
５
）
12
月
、
三
世
宗
家
就
任
、
主
に
京
都
で
毎
年
の
演
奏

活
動
。

平
成
22
年（
２
０
１
０
）
10
月
、
第
三
十
回
伝
統
文
化
ポ
ー
ラ
賞（
地
域
賞
）

受
賞
。

10
歳
よ
り
故
沢
井
忠
夫
氏
に
生
田
流
箏
曲
お
よ
び
現
代
邦
楽
を
師
事
。

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

平
成
５
年（
１
９
９
３
）Ｎ
Ｈ
Ｋ
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
合
格
。

平
成
13
年
（
２
０
０
１
）
大
阪
府
舞
台
芸
術
奨
励
新
人
賞
受
賞
。

平
成
17
年（
２
０
０
５
）文
化
庁
新
進
芸
術
家
国
内
研
修
生
。

平
成
20
年
（
２
０
０
８
）
京
都
市
芸
術
文
化
特
別
奨
励
者
。（
公
財
）
日
本

伝
統
文
化
振
興
財
団
よ
り
主
演
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
。
平
成
20
年
度
文
化

庁
芸
術
祭
賞
新
人
賞
受
賞
。

現
在
、
鳴
門
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
。
野
坂
操
壽
氏
に
師
事
。

大
阪
音
楽
大
学
卒
業
。
幼
少
よ
り
数
々
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
優
勝
、
平
成
13
年

度
文
化
庁
芸
術
祭
新
人
賞
を
洋
楽
邦
楽
問
わ
ず
史
上
最
年
少
で
受
賞
す
る

な
ど
、
伝
統
音
楽
の
枠
を
超
え
た
音
楽
性
が
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
高
く
評
価

さ
れ
て
い
る
。

ま
た
「
歌
」
に
も
定
評
が
あ
り
、
箏
曲
の
古
典
「
地
歌
」
だ
け
で
な
く
ベ

ル
カ
ン
ト
唱
法
で
の
弾
き
歌
い
も
行
う
。

平
成
23
年（
２
０
１
１
）第
21
回
出
光
音
楽
賞
受
賞
、
平
成
22
年
度 

大
阪
文

化
祭
賞
な
ど
多 

数
受
賞
。
現
在
、
大
阪
音
楽
大
学
、
同
志
社
女
子
大
学
、

兵
庫
教
育
大
学
講
師
。

萩は
ぎ 

岡お
か

　
松
し
ょ
う 

韻い
ん

和わ 

田だ

　
一か
つ 

久ひ
さ

四
代
目
萩
岡
松
韻
の
長
女
。

山
田
流
箏
・
三
弦
を
鳥
居
名
美
野
師
に
師
事
。

長
唄
三
味
線
を
人
間
国
宝 

杵
屋
五
三
郎
師
に
師
事
、
杵
屋
五
凉
の
名
を

許
さ
れ
る
。

平
成
21
年（
２
０
０
９
）東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

在
学
中
、
常
英
賞
、
浄
観
賞
、
ア
カ
ン
サ
ス
新
人
賞
、
同
声
会
新
人
賞

受
賞
。

現
在
、
同
大
学
博
士
課
程
在
学
中
。

平
成
21
年（
２
０
０
９
）文
化
庁
芸
術
団
体
人
材
育
成
支
援
事
業
に
お
い
て
、

胡
弓
を
高
橋
翠
秋
師
、
河
東
節
を
人
間
国
宝 
山
彦
節
子
師
に
師
事
。
山

彦
み
き
の
名
を
許
さ
れ
る
。

平
成
22
年（
２
０
１
０
）日
本
伝
統
文
化
振
興
財
団 
邦
楽
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

に
合
格
、
記
念
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス

萩は
ぎ 

岡お
か

　
未み 

貴き

横よ
こ 

山や
ま

　
佳か 

世よ 

子こ

四
代
目
萩
岡
松
韻
の
次
女
と
し
て
、
生
ま
れ
る
。

幼
少
よ
り
、
姉
と
共
に
父
・
萩
岡
松
韻
に
手
ほ
ど
き
を
受
け
る
。

平
成
16
年
（
２
０
０
４
）
よ
り
、
山
田
流
箏
・
三
弦
を
藤
井
千
代
賀
師
に

師
事
。

平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
東
京
藝
術
大
学
邦
楽
科
卒
業
。

在
学
中
、
安
宅
賞
、
ア
カ
ン
サ
ス
音
楽
賞
、
同
声
会
新
人
賞
、
中
能
島

賞
を
受
賞
。

平
成
23
年
（
２
０
１
１
）
同
大
学
大
学
院
修
士
課
程
修
了
。

同
年
　
三
曲
新
進
演
奏
家
研
修
支
援
事
業
に
お
い
て
、
東
明
流
を
東
明

潮
舟
師
、
長
唄
を
今
藤
郁
子
師
、
長
唄
三
味
線
を
人
間
国
宝 

杵
屋
五
三

郎
師
に
師
事
、
現
在
勉
強
中
。

萩は
ぎ 

岡お
か

　
信し 

乃の

片か
た 
岡お
か 
リ 

サ

出
演
者
紹
介

演 

奏
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箏
曲
に
つ
い
て

　「
箏そ
う
き
ょ
く曲」
は
、
箏こ
と

を
中
心
に
据
え
て
演
奏
す
る

邦
楽
曲
を
指
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
三
味
線
を
中

心
に
し
た
歌
曲
を
「
地
歌
」
と
い
う
。
地
歌
三
味

線
に
箏
や
尺
八
、
胡
弓
な
ど
が
加
わ
っ
た
場
合
で

も
「
地
歌
」
と
称
し
た
が
、
そ
の
中
で
も
、
箏
の

活
躍
度
の
多
い
「
手
事
物
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン

ル
の
地
歌
は
、「
地
歌
箏
曲
」
と
言
っ
た
り
、「
箏
曲
」

と
言
っ
た
り
も
す
る
。

　
し
た
が
っ
て
、「
箏
曲
」
と
い
っ
て
も
、
箏
だ

け
の
演
奏
と
は
限
ら
な
い
。

◆
最
古
の
コ
ト

　『
古
事
記
』
に
は
、
大
国
主
命
が
須す

せ

り

び

め

勢
理
毘
売

を
略
奪
し
て
駆
落
ち
す
る
時
に
、
太
刀
や
弓
矢
と

一
緒
に
コ
ト
も
背
負
っ
て
逃
げ
た
が
、
木
の
枝
に

引
っ
掛
っ
て
音
が
鳴
り
、
居
眠
り
を
し
て
い
た
父

の
素す

さ
の
お
の
み
こ
と

戔
嗚
尊
に
見
つ
か
っ
た
、
と
い
う
記
事
が
あ

り
、
熊
襲
征
伐
の
時
に
、
仲
哀
天
皇
の
弾
く
コ
ト

で
神
功
皇
后
が
神
懸
か
り
に
な
っ
た
と
い
う
記
事

も
あ
る
。
古
代
の
日
本
の
コ
ト
は
小
型
で
、
神
の

神
託
を
仰
ぐ
用
具
で
、
高
貴
な
男
性
の
持
ち
物
で

あ
っ
た
。
コ
ト
を
膝
の
上
に
乗
せ
た
埴
輪
も
出
土

し
て
い
る
。

◆
箏
の
伝
来

　
13
弦
の
箏そ
う

の
コ
ト
は
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
を
通
っ

て
中
国
に
も
た
ら
さ
れ
た
楽
器
が
、
唐
の
宮
廷
か

ら
日
本
に
伝
え
ら
れ
、
早
く
も
奈
良
時
代
に
、
宮

廷
音
楽
の
雅
楽
に
採
用
さ
れ
た
。
他
に
も
多
く
の

弦
楽
器
が
も
た
ら
さ
れ
た
が
、
平
安
貴
族
が
日
常

愛
玩
し
た
の
は
、
箏
の
他
に
、
琵
琶
と
、
コ
ト
の

仲
間
の
琴き

ん

で
あ
っ
た
。
琴
は
７
弦
で
、
ブ
リ
ッ
ジ

を
立
て
ず
に
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
直
に
押
さ
え
て
指
で

弾
く
。
七
弦
琴
と
も
呼
ば
れ
た
が
、
既
に
平
安
時

代
後
半
に
は
下
火
と
な
っ
た
。

　
や
が
て
、
雅
楽
《
越
天
楽
》
の
旋
律
に
七
五
調

四
句
の
今
様
体
の
歌
を
付
け
て
箏
伴
奏
で
弾
き

歌
う
「
越
天
楽
歌
物
」
も
誕
生
し
、
寺
院
で
も
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

◆
筑
紫
箏
の
誕
生

　
室
町
時
代
の
末
、
九
州
は
筑
紫
国
の
善
導
寺
の

僧
賢
順
（
1534
？
～
1623
？
）
は
、
寺
院
箏
曲
を
芸
術

的
な
も
の
に
手
直
し
し
て
、
弾
き
歌
い
に
よ
る
歌

曲
を
編
み
出
し
た
が
、
音
階
に
は
多
分
に
雅
楽
の

名
残
を
留
め
て
い
た
。
こ
れ
を
「
筑つ

く

紫し

箏ご
と

」
と
い

う
。

◆
俗
箏
の
誕
生

　
上
方
で
活
動
し
て
い
た
平
家
琵
琶
や
三
味
線
の

名
手
で
も
あ
っ
た
八
橋
検
校
（
1614
～
1685
）
は
、
一

旗
揚
げ
る
べ
く
新
天
地
の
江
戸
に
出
て
、
た
ま
た

ま
還
俗
し
て
コ
ト
糸
商
に
な
っ
て
い
た
、
賢
順
の

弟
子
の
法
水
に
出
合
い
、
彼
ら
の
よ
う
な
身
分
の

者
で
は
習
え
な
か
っ
た
筑
紫
楽
を
教
わ
っ
た
。
八

橋
は
こ
れ
に
手
を
加
え
、
半
音
を
含
ま
な
い
雅
楽

の
調
弦
だ
っ
た
箏
に
半
音
を
加
え
て
、「
平
調
子
」

解
説　

埴輪弾琴像（古代日本のコト。膝上に
乗る大きさ。概ね六弦。和琴の祖型か）

『源氏物語絵巻』若菜巻（管弦の御遊。僧侶が箏を演奏）

雅楽《越天楽》の総譜
（●は太鼓。箏譜は左端。現行と同様の糸譜）
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を
考
案
し
、
そ
の
音
階
で
、
筑
紫
箏
の
音
楽
も
大

幅
に
改
変
し
て
、現
在
の
箏
曲
の
基
礎
を
固
め
た
。

そ
れ
は
、弾
き
歌
い
に
よ
る
雅
な
歌
曲「
組
歌
」と
、

歌
の
付
か
な
い
「
段
物
」
と
呼
ば
れ
る
純
箏
曲
で

あ
る
。

　
晩
年
は
京
都
で
そ
の
普
及
に
努
め
、
黑
谷
の
金

戒
光
明
寺
に
墓
碑
が
あ
る
。
途
絶
え
な
い
参
詣
者

を
当
て
込
ん
で
生
ま
れ
た
の
が
、
箏
を
象
っ
た

ニ
ッ
キ
煎
餅
の
京
銘
菓
「
八
橋
」
と
い
う
。

◆
流
派
の
発
生

　
こ
の
新
箏
曲
は
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た
三
味
線

と
共
に
、
平
家
琵
琶
を
専
門
と
し
て
い
た
当
道
座

と
い
う
盲
人
男
性
の
職
能
団
体
の
専
業
と
し
て
伝

承
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
が
、
そ
の
音
楽
は
、
武
家

や
上
流
家
庭
で
も
鑑
賞
さ
れ
、
ま
た
、
修
得
さ
れ

て
、
享
受
層
が
厚
く
な
っ
て
い
っ
た
。

・
生
田
流

　
当
道
座
の
人
々
も
、
八
橋
の
作
品
に
倣
っ
て
作

曲
し
た
り
、
伝
承
曲
に
も
独
自
性
を
加
え
る
工
夫

を
し
た
。
孫
弟
子
の
生
田
検
校
（
1656
～
1715
）
か
ら

は
「
生
田
流
」
が
誕
生
し
、
や
が
て
裾
野
が
広
が

る
と
共
に
、
京
・
大
阪
・
中
国
・
九
州
・
名
古
屋

な
ど
で
地
域
性
を
加
味
し
た
芸
系
が
分
派
し
た
。

・
山
田
流

　
江
戸
で
は
山
田
検
校
（
1757
～
1817
）
が
出
て
、
従

来
の
「
組
歌
」「
段
物
」
以
外
は
、
三
味
線
本
位

の
地
歌
の
旋
律
を
な
ぞ
る
よ
う
に
装
飾
す
る
立
場

が
多
か
っ
た
箏
を
前
面
に
出
す
音
楽
を
打
ち
出
し

た
。
そ
れ
は
、
当
時
人
気
が
あ
っ
た
一
中
節
や
河

東
節
と
い
っ
た
三
味
線
伴
奏
に
よ
る
語
り
物
の
浄

瑠
璃
を
、箏
で
演
奏
す
る
作
品
の
発
表
で
あ
っ
た
。

こ
の
、「
箏
浄
瑠
璃
」
と
も
い
う
べ
き
ジ
ャ
ン
ル
は
、

瞬
く
間
に
庶
民
に
広
が
り
、
式
亭
三
馬
の
『
浮
世

風
呂
』
に
も
、
山
田
検
校
の
こ
と
や
作
品
の
こ
と

が
、
風
呂
屋
の
世
間
話
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
。
こ
こ
か
ら
の
流
れ

を
山
田
流
と
い
う
。
山
田
流
で
は
箏
爪
を
、
先
端

を
間
真
っ
直
ぐ
に
切
っ
た
生
田
流
の
角
爪
か
ら
、

人
の
爪
型
に
近
い
丸
爪
に
改
め
て
い
る
。
弟
子
達

は
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
家
元
を
立
て
、
主
に
四
系
統

の
芸
脈
に
分
化
し
て
い
る
。

・
京
極
流

　
京
極
流
は
、
鈴
木
鼓
村
（
1875
～
1931
）
が
明
治

34
（
1901
）
年
に
京
都
で
創
始
し
た
一
番
新
し
い
流

派
で
あ
る
。
鼓
村
は
高
野
茂
や
山
下
松
琴
か
ら
九

州
系
の
生
田
流
箏
曲
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
野
田
聴

松
か
ら
筑
紫
箏
も
習
得
し
、
さ
ら
に
藤
村
性
禅
か

ら
平
家
琵
琶
も
習
っ
て
い
た
。
そ
の
上
で
、
国
楽

の
改
良
を
訴
え
て
「
國
風
音
樂
會
」
を
標
榜
し
、

京
都
の
寺
町
（
以
前
は
「
平
安
京
の
東
端
」
の
意

味
で
「
東
京
極
」
と
称
し
た
が
、
現
在
は
そ
の
近

辺
を
「
新
京
極
」
と
い
う
）
で
活
動
を
展
開
。
や

が
て
東
京
に
進
出
し
て
評
判
を
得
た
。
こ
の
新
箏

曲
を
評
価
し
た
二
条
基
弘
公
爵
が
、
発
祥
の
地
に

因
ん
で
「
京
極
流
箏
曲
」
と
命
名
し
た
。

　
雅
楽
風
箏
曲
の
再
興
を
望
ん
で
、
楽
箏
の
面
影

や
筑
紫
箏
の
名
残
を
残
す
独
奏
に
よ
る
弾
き
歌
い

を
原
則
と
し
、
平
家
琵
琶
の
歌
い
方
も
取
り
入
れ

た
復
古
主
義
的
な
流
派
で
あ
る
が
、
そ
の
音
楽
に

乗
せ
る
歌
詞
が
、
新
体
詩
な
の
が
特
色
で
あ
る
。

◆
箏
曲
の
近
代
化

　
明
治
４
年
、
当
道
座
も
廃
止
さ
れ
、
同
時
に
盲

人
音
楽
家
へ
の
幕
府
の
手
厚
い
保
護
も
無
く
な
っ

た
。
彼
等
は
生
活
の
た
め
に
、
様
々
の
工
夫
を
し

て
、
一
般
家
庭
や
学
校
教
育
に
も
活
動
の
場
を
広

げ
た
。
そ
の
た
め
に
、
遊
里
趣
味
の
艶
っ
ぽ
い
歌

詞
を
避
け
、
歌
詞
改
良
に
取
り
組
む
と
共
に
、
優

雅
な
箏
の
音
楽
を
優
先
し
た
。

　
洋
楽
の
浸
透
に
つ
れ
て
、
そ
の
長
所
を
取
り
込

ん
だ
新
作
も
生
ま
れ
た
。
中
で
も
宮
城
道
雄
（
1894

～
1956
）
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
く
、
新
た
な
邦
楽
創

作
の
原
動
力
と
な
り
、
引
い
て
は
現
代
邦
楽
に
繋

が
る
素
地
と
な
っ
た
。

◆
多
弦
箏

・
十
七
弦

　
洋
楽
の
影
響
下
で
、
13
本
の
弦
し
か
な
い
従
来

の
箏
で
は
、
合
奏
の
低
音
域
を
補
強
し
き
れ
な
く

な
っ
た
。
そ
こ
で
宮
城
道
雄
は
、
大
正
10
（
1921
）

年
に
、
楽
器
を
大
型
化
し
、
糸
も
太
目
に
し
て
、

四
弦
増
や
し
て
「
十
七
弦
」
を
開
発
し
た
。
当
初

は
、
宮
城
曲
の
低
音
を
補
強
す
る
伴
奏
楽
器
で

久く

ぼ

た

保
田 

敏さ
と

子こ

構
成
・
解
説

相
愛
女
子
大
学
音
楽
学
部
作
曲
学

科
卒
。同
研
究
科
音
楽
学
専
攻
修
了
。

龍
谷
大
、
奈
良
教
育
大
、
京
都
市
立

芸
術
大
同
日
本
伝
統
音
楽
研
究
セ
ン

タ
ー
教
授
を
経
て
、
現
在
同
所
長
。

『糸竹初心集』（1664 年）挿絵
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あ
っ
た
が
、
や
が
て
、
流
派
を
越
え
て
用
い
ら
れ
、

現
在
で
は
独
奏
楽
器
と
し
て
も
大
い
に
活
用
さ
れ

て
い
る
。

・
そ
の
他

　
早
く
も
明
治
時
代
に
東
京
音
楽
学
校
の
初
世

山
勢
松
韻
は
「
二
十
一
弦
」
を
開
発
。
こ
れ
は
現

在
も
東
京
芸
大
に
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
宮
城
道

雄
は
、
さ
ら
に
「
八
十
弦
」
を
開
発
。
昭
和
11
年

頃
、
中
能
島
欣
一
や
越
野
栄
松
は
そ
れ
ぞ
れ
に

「
十
五
弦
」
を
開
発
し
た
。

　
近
年
で
は
1953
年
に
宮
下
秀
冽
が
「
三
十
弦
」
を

開
発
。
現
在
も
よ
く
演
奏
さ
れ
て
い
る
。
1969
年
に

は
野
坂
恵
子
（
現
、
操
壽
）
が
三
木
稔
の
協
力
を

得
て
「
二
十
弦
」
考
案
。
二
年
後
に
１
本
加
え
て

21
本
と
し
た
が
名
称
は
そ
の
ま
ま
に
し
た
。
23
年

後
の
1991
年
に
は
「
二
十
五
弦
」
を
開
発
し
た
。
伝

説
で
は
、
中
国
秦
代
の
箏
の
仲
間
・
瑟し

つ

は
25
弦
で

あ
っ
た
も
の
を
兄
弟
で
争
っ
て
13
弦
と
12
弦
に
分

割
さ
れ
た
ら
し
く
、
前
者
が
日
本
の
箏
、
後
者
が

韓
国
の
伽
耶
琴
に
な
っ
た
と
い
う
。
従
っ
て
、

「
二
十
五
弦
」
は
先
祖
返
り
し
た
楽
器
で
あ
る
と

も
評
さ
れ
て
い
る
。
本
日
《
琵
琶
行
》
で
用
い
る

箏
が
こ
れ
で
、
下
二
点
Ｆ
か
ら
上
二
点
Ｃ
に
亘
る

広
い
音
域
で
演
奏
さ
れ
る
。

飾り箏（生田流の長磯。象牙巻きで周囲に蒔絵や象嵌の装飾。龍尾に房飾）

演
奏　

二十五弦（奏者は左奥に位置する）

箏の大きさ競べ
（左＝13 弦・中央＝ 25 弦・右＝17 弦）
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一
．
六
段
の
調―

箏
曲
の
原
点
―独

奏
：
萩
岡 

松
韻

【
解
説
】

　《
六
段
の
調
》
は
、
早
く
か
ら
学
校
教
材

に
も
な
っ
て
い
た
の
で
、
広
く
知
ら
れ
て
い

る
。
教
科
書
で
は
「
八
橋
検
校
作
曲
」
と

書
か
れ
て
い
る
が
、
確
証
が
な
く
、
北
島

検
校
説
も
あ
る
。

　
箏
曲
は
、
本
来
、
優
雅
な
歌
を
独
箏
で

弾
き
歌
う
「
組
歌
」
と
し
て
、
八
橋
検
校

（
1614
～
1685
）が
創
始
し
た
が
、や
が
て「
組
歌
」

は
箏
曲
の
職
格
を
得
る
た
め
の
必
修
曲
と

な
っ
た
。
そ
し
て
、「
手
」
だ
け
の
基
本
的

奏
法
を
音
楽
的
に
修
得
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
歌
の
な
い
「
段
物
」
と
呼
ば
れ
る

作
品
も
作
曲
さ
れ
、「
付つ
け
も
の物

」
と
し
て
指
定

さ
れ
る
に
至
っ
た
。

　
こ
の《
六
段
の
調
》も
段
物
の
一
つ
で
あ
る
。

《
乱
輪
舌
》
を
除
く
段
物
は
、
全
て
そ
の
曲

名
に
示
さ
れ
た
段
数
の
段
か
ら
出
来
て
い

て
、
初
段
に
短
い
導
入
部
が
あ
る
以
外
は
、

ど
の
段
も
52
拍
子
に
統
一
さ
れ
て
い
る
。
拍

子
と
い
う
の
は
、
表
間
と
裏
間
の
一
対
で
一

拍
子
と
す
る
和
式
の
数
え
方
で
、
洋
楽
風
に

数
え
る
と
倍
の
104
拍
に
な
る
。
し
か
も
、
段

物
は
一
種
の
変
奏
曲
で
、
江
戸
時
代
の
初
め
、

民
間
に
流
布
し
て
い
た
《
す
が
が
き
》
と
い

う
小
曲
を
隠
れ
テ
ー
マ
と
し
て
い
る
。《
六

段
の
調
》
の
場
合
は
、
そ
れ
が
六
通
り
に
変

奏
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
既
知
の
曲
を
隠

し
テ
ー
マ
と
し
て
同
拍
数
で
変
奏
す
る
形
式
は
、

16
世
紀
、
ス
ペ
イ
ン
で
盛
行
し
て
い
た
デ
ィ
フ
ェ
レ

ン
シ
ア
ス
と
い
う
変
奏
形
式
に
倣
っ
た
の
で
は
な

い
か
、と
早
く
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
。
つ
い
最
近
、

皆
川
達
夫
氏
が
「《
六
段
の
調
》
は
キ
リ
シ
タ
ン
の

聖
歌
で
あ
る
ミ
サ
通
常
文
の
《
ク
レ
ド
》
を
箏
で

パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
し
た
も
の
で
あ
る
」
と
、
実
演
付

き
で
発
表
さ
れ
て
注
目
を
浴
び
た
。

　
い
ず
れ
に
し
て
も
箏
曲
の
教
習
課
程
で
は
、
比

較
的
初
期
の
段
階
で
《
六
段
の
調
》
を
教
え
て
い

る
。
し
か
し
、「
六
段
に
始
ま
り
六
段
に
終
わ
る
」

と
言
わ
れ
る
ほ
ど
奥
の
深
い
曲
で
も
あ
る
。
そ
の

た
め
か
、
こ
の
曲
を
様
々
な
形
で
別
の
作
品
に
取

り
込
む
こ
と
が
多
く
の
作
曲
家
に
よ
っ
て
試
み
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
一
例
は
後
の
《
秋
風
の
曲
》
で

お
聞
き
頂
く
。

　
と
も
あ
れ
、
古
典
箏
曲
の
世
界
で
は
歌
が
無
い

と
物
足
り
な
い
の
か
、《
六
段
の
調
》
の
前
後
に

も
歌
を
つ
け
て
楽
し
む
演
出
も
生
ま
れ
た
。
生
田

流
で
は
、
早
く
か
ら
《
六
段
す
が
が
き
》
の
名
称

で
、
三
味
線
に
移
曲
し
て
前
後
に
歌
を
付
け
て
い

た
が
、
山
田
流
で
も
こ
れ
に
倣
っ
て
、
前
後
に
歌

を
付
け
て
、「
手
事
物
」
風
に
演
奏
す
る
演
出
が

あ
る
。
今
日
は
、珍
し
い
こ
の
演
出
で
演
奏
す
る
。

【
詞
章
】

〽
待
つ
と
て
も
、
花
に
寝
ぬ
夜
は
無
き
も
の
を
、

如
何
に
情つ
れ

な
き
山
時
鳥
。
〽
幾
夜
焦
が
れ
て
待
つ

閨
の
戸
に
、
せ
め
て
慰
む
妻
琴
の
、
調
べ
冴
え
ゆ

く
月
の
影
。《
六
段
の
調
》
〽
更
け
て
霜
夜
の

狭さ
む
し
ろ筵
に
、
思
ひ
は
積
も
る
雪
の
曙
。

二
．
秋
風
の
曲

―
箏
曲
の
ル
ネ
サ
ン
ス
―

独
奏
：
横
山 

佳
世
子

《
六
段
》
打
合
せ
：
片
岡 

リ
サ

【
解
説
】

　
こ
の
曲
は
、
八
橋
検
校
に
よ
っ
て
近
世
箏
曲
が

創
始
さ
れ
た
当
初
の
「
組
歌
」
と
「
段
物
」
を
理

想
と
し
て
、
幕
末
に
な
っ
て
、
京
都
の
光
崎
検
校

（
？
～
1853
以
降
）
が
両
者
を
合
体
さ
せ
た
形
態
で

作
曲
し
た
新
箏
曲
で
あ
る
。

　
雅
楽
の
面
影
の
残
る
古
雅
な
歌
詞
の
弾
き
歌
い

を
生
か
す
た
め
に
、
作
曲
者
は
新
た
に
雅
俗
折
衷

の
調
弦
を
工
夫
し
て
「
秋
風
調
子
」
と
名
付
け
た
。

光
崎
は
こ
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
る
た
め
に
竹
生
島

の
弁
財
天
に
願
を
掛
け
、
百
日
間
参
籠
し
た
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
る
。

　
前
奏
に
は
段
物
の
《
六
段
の
調
》
の
形
式
を
導
入

し
て
い
る
の
で
、《
六
段
の
調
》
を
同
時
に
演
奏
す
る

事
も
で
き
る
。
但
し
、
調
弦
を
「
六
上
が
り
調
子
」

に
変
え
る
。
こ
の
よ
う
に
異
曲
同
士
を
同
時
に
弾
く

演
出
は
「
打
合
せ
」
と
呼
ば
れ
、
早
く
か
ら
、
プ
ロ

の
腕
磨
き
を
兼
ね
た
遊
び
と
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。

本
日
も
こ
の
形
態
で
お
聞
き
頂
く
。

　
歌
の
部
分
は
、
六
歌
構
成
を
基
本
と
す
る
「
組

歌
」
に
準
じ
て
い
る
。
し
か
し
、
各
歌
の
拍
数
は

古
典
組
歌
の
よ
う
に
一
定
で
は
な
い
。

　
作
詞
は
、
光
崎
の
後
援
者
で
も
あ
っ
た
越
前
の

代
官
・
蒔
田
雁
門
（
高
向
山
人
）
で
、
白
居
易

（
字あ
ざ
なは

楽
天
）
の
『
長
恨
歌
』
を
翻
案
し
て
、
二

歌
ず
つ
「
序
破
急
」
に
纏
め
て
い
る
。

演
奏　

『箏曲大意抄』（1779 年序文）の《六段の調》の楽譜
（初段から二段の冒頭）

八橋検校像
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演
奏　

　「
序
」
の
第
一・
二
歌
で
は
、
楊
貴
妃
（
719
～

756
。
楊
玄
琰
の
娘
玉
環
）
が
唐
の
玄
宗
皇
帝
に
召

さ
れ
て
寵
愛
を
一
身
に
受
け
た
こ
と
歌
う
。

　「
破
」
の
第
三・四
歌
で
は
、
安
禄
山
の
乱
で
都

を
追
わ
れ
た
玄
宗
と
楊
貴
妃
は
、
妃
の
郷
里
蜀
州

に
逃
れ
、
贅
沢
な
宮
廷
生
活
か
ら
一
転
し
た
こ
と

を
嘆
き
、
さ
ら
に
は
妃
が
馬
嵬
で
殺
さ
れ
た
悲
し

み
を
歌
う
。
四
歌
で
は
〽
残
る
風
音
」
を
描
写
的

に
表
現
し
て
い
る
。

　「
急
」の
第
五・六
歌
で
は
楊
貴
妃
を
失
っ
た
後
、

玄
宗
が
嘆
き
悲
し
む
様
を
歌
う
。
〽
霓
裳
羽
衣
の

仙
楽
」
は
玄
宗
が
作
曲
し
、
楊
貴
妃
が
仙
女
姿
で

舞
っ
た
と
い
う
伝
説
の
雅
楽
曲
で
、
後
の
作
品
に

は
美
称
と
し
て
登
場
す
る
。

　
早
く
も
1837
年
に
は
、
光
崎
自
身
が
こ
の
曲
の
楽

譜
を
、『
箏
曲
秘
譜
』
の
名
で
出
版
し
て
い
る
。

【
詞
章
】

〔
前
弾
〕

一
求
む
れ
ど
得
難
き
は
、
色
に
な
ん
あ
り
け
る
、

さ
り
と
て
は
楊
家
の
女め

こ
そ
、
妙
な
る
者
ぞ
か

し
。

二
雲
の
鬢
び
ん
ず
ら

花
の
顔
、
実げ

に
海
棠
の
眠
り
と
や
、

君お
お
き
み王
の
離
れ
も
や
ら
で
、
眺
め
明
か
し
ぬ
。

三
翠
の
華
の
行
き
つ
戻
り
つ
、
如
何
に
せ
ん
、
今

日
九
重
に
引
き
替
え
て
、
旅
寝
の
空
の
秋
風
。

四
霓
裳
羽
衣
の
仙
楽
は
、
馬
嵬
の
夕
べ
に
、
蹄

の
塵
を
吹
く
、
風
の
音
の
み
残
る
悲
し
さ
。

五
西
の
宮
南
の
苑
は
、
秋
草
の
露
繁
く
、
落
つ

る
木
の
葉
は
階
に
、
積
も
れ
ど
誰
か
払
わ
ん
。

六
鴛え
ん
の
う鴦

の
瓦
は
、
霜
の
花
匂
う
ら
じ
、
翡
翠
の

衾ふ
す
ま

独
り
着
て
、
な
ど
か
は
夢
を
結
ば
ん
。

三
．
厳
島
詣

―
箏
曲
の
ネ
オ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
―

独
奏
：
和
田 

一
久

【
解
説
】

　
京
極
流
は
、
前
述
の
通
り
、
鈴
木
鼓
村
が
、
明

治
34
（
1901
）
年
に
京
都
で
創
始
し
た
流
派
で
あ
る
。

雅
楽
風
箏
曲
の
再
興
を
望
ん
で
、
楽
箏
の
面
影
を

残
す
独
奏
に
よ
る
弾
き
歌
い
を
原
則
と
し
、
そ
の

音
楽
は
「
古
き
革
袋
に
新
し
き
酒
を
盛
る
」
を
理

想
と
し
た
新
古
典
主
義
と
も
言
え
る
も
の
で
、
侘

び
や
渋
み
を
大
切
に
し
つ
つ
、
叙
情
詩
の
持
つ
味

わ
い
を
表
現
す
る
。

　
演
奏
に
際
し
て
は
、
男
子
は
王
朝
風
の
装
束
を

着
け
、
正
座
で
は
な
く
楽が
く
ざ座

で
奏
す
る
。

　
箏
糸
は
か
な
り
太
く
、
爪
は
先
端
が
厚
い
蒲
鉾

型
の
角
爪
を
用
い
て
、
余
韻
を
重
ん
じ
て
ゆ
っ
た

り
と
演
奏
す
る
。
鼓
村
は
「
澄
ま
し
た
泥
水
の
中

に
豆
を
一
粒
落
と
し
、
水
を
濁
ら
せ
る
こ
と
な
く

掬
い
あ
げ
る
気
持
ち
で
弾
ぜ
よ
」
と
教
え
た
と
い

う
。
京
極
流
作
品
に
は
、
心
情
表
現
を
中
心
と
し

た
抒
情
的
な
作
品
も
多
数
あ
る
が
、
今
回
は
他
の

曲
と
比
較
し
て
頂
く
意
味
で
、京
極
流
で
「
史
曲
」

と
分
類
し
て
い
る
《
厳
島
詣
》
を
取
り
上
げ
て
い

る
。

　
こ
の
曲
は
明
治
35
（
1902
）
年
５
月
に
作
曲
さ
れ

た
初
期
の
代
表
作
で
、「
謡
曲
の
趣
を
取
り
入
れ

平
家
の
声
節
を
生
か
し
て
作
曲
し
た
」
と
鼓
村
自

ら
語
っ
て
い
る
。

　
作
詞
は
詩
人
で
劇
作
家
の
高
安
月
郊
（
1869
～

1944
）
で
、『
平
家
物
語
』
の
「
後
徳
大
寺
殿
厳
島
詣
」

に
取
材
し
ている
。
期
待
し
てい
た
昇
進
を
清
盛
の
次

男
宗
盛
に
先
ん
じ
ら
れ
て
意
気
消
沈
し
て
い
た
後
徳

大
寺
（
藤
原
）
実
定
は
、
家
臣
の
入
れ
智
恵
で
、
清

盛
お
気
に
入
り
の
厳
島
神
社
に
参
詣
し
た
結
果
、
う

ま
く
左
大
将
の
地
位
を
得
た
と
い
う
話
を
歌
い
、
厳

島
神
社
の
壮
麗
さ
と
平
家
の
泡
沫
の
栄
耀
を
、
宮
居

の
月
影
に
重
ね
て
表
現
し
ている
。

　
こ
の
時
、
後
徳
大
寺
は
厳
島
神
社
で
一
際
美
し

く
、
琵
琶
の
上
手
で
あ
っ
た
内
侍
（
巫
女
）
の
有

子
に
文
を
送
っ
た
所
、
夢
中
に
な
っ
た
有
子
が
、

や
が
て
失
意
の
内
に
入
水
し
た
。
鼓
村
は
四
年
後

に
、
こ
の
悲
劇
を
題
材
と
し
た
姉
妹
曲
《
有
子
》

も
発
表
し
て
い
る
。

【
詞
章
】

〽
都
の
春
は
過
ぎ
に
け
り
、
平
家
は
花
を
占
め
て

酔
ふ
、
八
重
の
潮
路
に
袖
払
ひ
、
厳
島
に
詣
で
ん
。

〽
面
白
や
海
原
に
、
行
き
交
ふ
も
の
は
水
鳥
の
、

羽
風
に
は
る
る
霞
よ
り
、
奥
に
現
は
る
る
神
や
し

ろ
、
龍
の
宮
居
を
今
こ
こ
に
、
年
も
忘
る
る
景
色

か
な
。
〽
廊
に
連
な
る
燈
火
の
、
光
照
り
添
ふ
夕

浪
に
、
影
も
閃
く
舞
の
袖
、
声
は
雲
居
に
通
ふ
ら

ん
、
天
津
乙
女
に
言
問
へ
ば
、
こ
こ
も
平
家
の
業

と
い
ふ
。
〽
実げ

に
も
平
家
の
世
な
り
け
り
。
日
さ

へ
退
か
る
る
勢
ひ
に
、
波
も
静
ま
る
四
つ
の
海
、

松
の
風
だ
に
無
き
も
の
を
、
雨
か
霰
か
白
露
か
、

落
つ
る
は
何
の
涙
ぞ
や
。
〽
盛
ん
な
る
者
は
衰
ふ

る
。
定
め
な
き
世
に
誰
か
漏
る
、
定
め
な
き
世
に

定
め
あ
る
、
不
朽
の
栄
は
何
や
ら
ん
。
〽
哀
れ
何

処
に
郭
公
、
呼
ぶ
は
現う
つ
つか

実
定
の
、
夢
も
短
き
夏

の
夜
や
。
月
と
宮
と
ぞ
残
り
け
る
、
宮
と
月
と
ぞ

残
り
け
る
。

『箏曲秘譜』
（１８３７年、光崎検校の校閲で
出版された《秋風の曲》の楽譜）
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四
．
須
磨
の
嵐

箏
　
：
萩
岡 

松
韻

 

ワ
キ
：
萩
岡 

信
乃

三
弦
：
萩
岡 

未
貴

【
解
説
】

　
こ
の
曲
は
19
世
紀
末
の
明
治
30
年
頃
、
山
田
流

箏
曲
家
の
山
登
万
和
が
作
曲
し
た
。
万
和
は
、
流

祖
山
田
検
校
の
孫
弟
子
に
当
た
る
二
代
山
勢
検
校

の
門
人
で
、明
治
２
（

1869
）
年
に
山
登
検
校
と
な
っ

た
が
、
山
田
検
校
の
筆
頭
弟
子
筋
の
山
登
派
の
家

元
に
は
数
え
な
い
。

　
万
和
は
、
親
し
か
っ
た
福
城
可
童
（
荒
木
竹
翁

門
下
の
尺
八
家
）
か
ら
「
美
辞
麗
句
を
並
べ
た
叙

景
詩
や
叙
情
詩
で
は
な
く
、
世
間
で
流
行
し
て
い

る
歴
史
物
語
的
な
詩
で
箏
曲
を
作
っ
て
み
て
は
」

と
勧
め
ら
れ
て
こ
の
曲
の
作
曲
に
着
手
し
た
と
い

う
。
折
か
ら
軍
歌
の
歌
詞
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い

た
七
五
調
の
新
体
詩
を
採
用
す
べ
く
、

1822
年
刊
の

竹
内
節
編
『
新
体
詩
歌
』
に
収
録
さ
れ
た
作
者

不
詳
の
詩
を
歌
詞
に
し
て
い
る
。

　
歌
の
内
容
は
『
平
家
物
語
』
や
『
源
平
盛
衰
記
』

な
ど
に
描
か
れ
る
一
ノ
谷
の
戦
の
一
場
面
で
、
熊

谷
次
郎
直
実
に
討
た
れ
た
若
き
公
達
・
平
敦
盛
の

悲
話
で
あ
る
。
悲
壮
感
に
溢
れ
、
コ
ト
バ
に
近
い

発
声
を
使
い
、
独
吟
部
分
も
多
い
な
ど
、
語
り
物

的
な
音
楽
性
に
富
ん
で
い
て
、
淡
々
と
語
る
生
田

流
の
浄
瑠
璃
物
と
は
、か
な
り
趣
が
違
っ
て
い
る
。

　〔
前
弾
〕
は
、
恰
も
本
歌
取
り
の
よ
う
に
《
小

督
の
曲
》
を
踏
襲
し
、最
初
の
〔
合
の
手
〕
で
は
、

激
戦
の
模
様
を
表
現
す
る
。
後
の
〔
合
の
手
〕
で

は
、
散
る
花
に
譬
え
た
敦
盛
の
最
期
を
表
現
し
、

伝
統
的
な
地
歌
の
「
地
」
を
合
わ
せ
て
い
る
。

　
演
奏
は
箏
二
面
と
三
弦
と
い
う
山
田
流
の
標
準

的
ス
タ
イ
ル
で
、
歌
い
分
け
を
す
る
。
な
お
、
山

田
流
の
三
味
線
は
長
唄
と
同
じ
細
棹
で
、
撥
も
長

唄
と
同
じ
平
撥
を
用
い
る
。

【
詞
章
】

〔
前
弾
〕
〽
抑
も
熊
谷
直
実
は
、
征
夷
将
軍
源
頼

朝
公
の
臣
下
に
て
、
関
東
一
の
旗
頭
、
知
勇
兼
備

の
大
将
と
、
世
に
も
知
ら
れ
し
勇
士
な
り
。
さ
れ

ば
元
暦
元
年
の
、
源
平
須
磨
の
戦
に
、
功
名
あ
り

し
物
語
、
聞
く
も
な
か
な
か
哀
れ
な
り
。
〽
そ
の

時
平
家
の
武
者
一
騎
、
沖
な
る
船
に
遅
れ
じ
と
、

駒
を
波
間
に
駈
け
入
れ
て
、
一
町
ば
か
り
進
み
し

を
、
扇
を
上
げ
て
呼
び
戻
し
、
互
ひ
に
鎬し
の
ぎを

削
り

し
が
、〔
合
の
手
〕
〽
見
れ
ば
二
八
の
御
顔
に
、

花
を
粧
ふ
薄
化
粧
、
鉄か

ね漿
黒
々
と
付
け
給
ふ
。
斯

か
る
優
し
き
出
立
ち
に
、君
は
い
か
な
る
御
方
ぞ
、

名
乗
り
給
へ
と
あ
り
け
れ
ば
、
下
よ
り
御
声
爽
や

か
に
、
我
こ
そ
参
議
経
盛
の
、
三
男
無
官
の
敦
盛

ぞ
、
早
々
首
を
打
た
れ
よ
と
、
西
に
向
ひ
て
手
を

合
は
す
。
流
石
に
猛
き
熊
谷
も
、
我
が
子
の
こ
と

ま
で
思
ひ
や
り
、
落
つ
る
涙
は
止
ま
ら
ず
、
鎧
の

袖
を
絞
り
つ
つ
、
是
非
な
く
太
刀
を
振
上
げ
て
、

赦
さ
せ
給
へ
と
斗
り
に
て
、
敢
へ
な
く
首し
る
しを
挙
げ

に
け
り
。
無
慙
や
花
の
莟
さ
へ
、
須
磨
の
嵐
に
散

り
に
け
り
。〔
合
の
手
〕
〽
こ
れ
を
菩
提
の
種
と

し
て
亡
き
跡
長
く
弔
は
ん
、心
お
き
な
く
往
生
を
、

遂
げ
給
は
れ
と
言
い
遺
し
、
青
葉
の
笛
を
取
り
添

へ
て
、
八
島
が
陣
へ
と
送
り
し
は
、
実げ

に
情
け
あ

る
武も
の
の
ふ士
の
、
心
の
う
ち
ぞ
哀
れ
な
る
．

　
　休
憩

五
．
①
ロ
ン
ド
ン
の
夜
の
雨

　
　②
秋
の
流
れ

―
洋
楽
的
新
技
法
の
導
入
―

独
奏
：
片
岡 

リ
サ

【
解
説
】

　
い
ず
れ
も
、
洋
楽
の
長
所
を
積
極
的
に
邦
楽
に

導
入
し
て
、
新
風
を
吹
き
込
ん
だ
宮
城
道
雄
の
作

品
で
あ
る
。

①
《
ロ
ン
ド
ン
の
夜
の
雨
》
は
箏
の
独
奏
曲
で
、

昭
和
28
年
７
月
、
フ
ラ
ン
ス
と
ス
ペ
イ
ン
で
開

か
れ
た
国
際
民
族
音
楽
舞
踊
祭
に
日
本
代
表
と

し
て
参
加
し
た
宮
城
が
、そ
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ

た
ロ
ン
ド
ン
で
作
曲
し
た
。
一
晩
中
雨
が
降
り
、

ホ
テ
ル
の
高
い
窓
を
打
っ
て
下
に
落
ち
て
い
く

雨
の
音
や
、
濡
れ
た
道
路
を
走
る
車
の
音
な
ど
、

肌
を
通
し
て
感
じ
た
ロ
ン
ド
ン
の
夜
の
雨
の
様

子
に
詩
情
を
掻
き
立
て
ら
れ
、
興
の
赴
く
ま
ま

に
作
曲
し
た
と
い
う
。
洋
楽
の
形
式
で
あ
る
Ａ

Ｂ
Ａ
の
三
部
形
式
を
用
い
、
凝
っ
た
華
麗
な
曲

に
仕
上
げ
て
い
る
。
特
に
中
間
部
に
は
、
右
手

が
高
い
糸
を
細
か
く
ト
リ
ル
を
す
る
間
に
、
左

手
が
低
い
音
を
倍
音
で
弾
く
技
巧
的
な
聞
き
所

が
あ
る
。
作
ら
れ
た
直
後
、
ロ
ン
ド
ン
の
Ｂ
Ｂ

Ｃ
か
ら
放
送
さ
れ
て
話
題
を
呼
ん
だ
と
い
う
．

②
《
秋
の
流
れ
》
は
昭
和
17
年
、
吉
田
絃
二
郎
の

詩
に
作
曲
し
た
新
様
式
の
箏
伴
奏
歌
曲
で
あ

黒谷の金戒光明寺
（八橋検校の墓碑がある。熊谷直実も、敦盛を
討った後、ここで出家し、庵を結ぶ。供養塔お
よび一族の墓もある。）
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の
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る
。
従
来
通
り
弾
き
歌
い
も
出
来
る
が
意
外
に

難
し
く
、別
途
歌
手
が
担
当
す
る
こ
と
が
多
い
。

　
古
典
の
手
事
物
形
式
を
踏
ま
え
、
前
奏
と
後

奏
に
、
や
や
長
め
の
間
奏
が
付
く
。
散
歩
に
出

た
世
捨
て
人
の
無
常
感
を
秋
の
情
趣
に
重
ね
て

感
傷
的
に
歌
う
。
箏
一
面
だ
け
の
伴
奏
が
墨
画

の
よ
う
に
詩
趣
を
描
き
出
す
。
高
音
域
を
拡

張
し
た
調
弦
で
秋
の
清
々
し
さ
も
添
え
，
箏
の

ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
ス
奏
法
で
虫
の
声
を
描
写
し
、

前
奏
の
冒
頭
の
音
型
が
歌
の
旋
律
や
伴
奏
に
も

登
場
す
る
。

【
詞
章
】

〔
前
奏
〕
〽
世
を
捨
人
の
草
の
庵い
お

、
漫す
ず

ろ
心
に
出

て
見
れ
ば
何
処
も
同
じ
秋
な
が
ら
、
心
惹
か
る
る

山
川
の
、
流
れ
に
映
る
薄
紅
葉
、
載
せ
て
流
る
る

早
瀬
の
水
の
、〔
間
奏
〕
岩
を
打
つ
音
も
侘
し
や
、

璧た
ま

と
澄
む
秋
の
水
、い
ざ
掬く

み
て
帰
ら
ん
草
の
道
、

虫
の
音
も
細
々
と
、〔
間
奏
〕
山
の
端
に
三
日
の
月
、

渚
に
も
月
、
我
が
手
に
も
月
、
掬
め
ど
も
汲
め
ど

も
、
尽
き
せ
ぬ
秋
の
心
や
山
川
の
流
れ
。〔
後
奏
〕

六
．〈
み
だ
れ
〉
に
よ
る
変
容

―
現
代
に
蘇
る
古
典
の
名
曲
―

独
奏
：
横
山 

佳
世
子

【
解
説
】

　「
十
七
弦
」
は
、
宮
城
道
雄
が
大
正
10
（
1921
）

年
に
開
発
し
た
低
音
箏
で
あ
る
。

　《
み
だ
れ
》
は
正
し
く
は
《
乱
輪
舌
》
と
いい
、『
糸

竹
初
心
集
』（

1664
）に
楽
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
《
り

ん
ぜ
つ
》
と
い
う
三
段
構
造
の
民
間
で
流
行
し
て
い
た

小
曲
を
、
破
格
の
手
法
（
雅
楽
や
能
楽
で
の
用
語
と

し
て
は
、「
り
ん
ぜ
つ
」
は
「
破
格
」
の
意
）
で
拡
大

し
た
段
物
の一種
で
あ
る
。
作
曲
者
は
八
橋
検
校
と

思
わ
れ
る
が
、
倉
橋
検
校
説
も
あ
る
。

　
十
七
弦
箏
に
よ
る
こ
の
曲
は
、
広
瀬
量
平
（
1930

～
2008
）
の
作
品
で
あ
る
。
広
瀬
自
身
の
コ
メ
ン
ト

を
以
下
に
略
記
す
る
。

　「
17
世
紀
日
本
の
偉
大
な
箏
曲
家
八
橋
検
校
に

よ
る
箏
の
名
曲
に
「
み
だ
れ
」
が
あ
る
。
私
は
、

こ
の
「
み
だ
れ
」
を
も
と
に
し
て
十
七
絃
箏
の
た

め
の
作
曲
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
。
何
故
な
ら

こ
れ
を
作
曲
し
た

1980
年
ま
で
の
３
年
間
、
私
は
京

都
の
聖
護
院
町
に
住
ん
で
い
た
が
、
そ
れ
は
八
橋

が
住
ん
で
い
た
の
と
同
じ
町
内
で
あ
っ
た
。
近
く

の
黒
谷
に
あ
る
八
橋
の
墓
に
も
詣
で
た
折
な
ど

に
、
八
橋
の
こ
と
を
あ
れ
こ
れ
思
い
巡
ら
せ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、
八
橋
が
感
じ
た
で
あ

ろ
う
東
山
辺
り
の
佇
ま
い
や
、
物
売
り
の
声
や
近

く
の
社
か
ら
の
笛
や
寺
々
の
鐘
の
音
な
ど
を
350
年

の
歳
月
を
越
え
て
共
に
し
た
こ
と
に
よ
り
、〈
み

だ
れ
〉
は
、
分
ち
が
た
く
私
自
身
の
音
楽
と
接
合

し
て
い
っ
た
。〈
み
だ
れ
〉
の
中
の
幾
つ
か
の
モ

テ
ィ
ー
フ
を
借
り
、
そ
れ
に
反
応
し
つ
つ
そ
の
時

の
自
分
の
思
い
を
託
し
て
い
っ
た
と
も
い
え
よ
う

か
。
時
に
は
〈
み
だ
れ
〉
が
そ
の
ま
ま
聴
こ
え
た

り
も
す
る
が
、
そ
れ
は
、
い
わ
ば
私
の
心
の
中
に

幻
聴
の
よ
う
に
聴
こ
え
て
く
る
〈
み
だ
れ
〉
で
も

あ
る
。
曲
は
11
の
部
分
か
ら
成
り
、
私
の
十
七
絃

の
た
め
の
独
奏
曲
と
し
て
は
二
つ
目
の
作
品
で
あ

る
。」
但
し
、
今
回
は
時
間
の
都
合
で
一
部
を
省

略
し
て
演
奏
す
る
事
を
お
断
り
申
し
上
げ
る
。

七
．
琵
琶
行
―
白
居
易
ノ
興
二
倣
フ
―

―
最
先
端
の
多
弦
箏
―

独
奏
：
横
山 

佳
世
子

　
こ
の
曲
は
「
二
十
五
弦
」
の
開
発
者
・
野
坂
恵

子
（
現
、
操
壽
）
が
私
淑
し
て
い
た
作
曲
家
・
伊

福
部
昭
（
1919
～
2006
）
が

1999
年
、
そ
の
二
十
五
弦
の

た
め
に
作
曲
し
た
独
奏
曲
で
あ
る
。

　
曲
名
の
通
り
、
唐
の
詩
人
白
居
易
（
772
～
846
）

の
長
歌
「
琵
琶
行
」
の
心
情
を
表
現
し
て
い
る
が
、

古
代
中
国
に
か
つ
て
あ
っ
た
同
弦
数
の
箏
（
の
一

種
・
瑟
＝
筆
者
注
）
の
面
影
を
残
す
「
二
十
五
弦
」

に
思
い
を
託
し
た
、
と
作
曲
者
は
記
し
て
い
る
。

　
彼
は
45
歳
で
辺
境
の
下
級
官
吏
に
左
遷
さ
れ

た
。
あ
る
秋
の
夜
、
長
江
に
友
と
舟
を
浮
か
べ
る

と
、
傍
ら
か
ら
老
女
の
弾
く
琵
琶
の
音
が
聞
こ
え

て
き
た
。
舟
に
招
い
て
身
の
上
を
聞
け
ば
、
今
は

零
落
し
て
い
る
が
、
か
つ
て
は
都
で
名
を
馳
せ
た

美
貌
の
名
手
だ
っ
た
様
子
。
不
遇
の
身
に
悶
々
と

し
て
い
た
白
氏
は
、
仙
女
の
楽
を
聴
い
た
よ
う
に

心
が
洗
わ
れ
た
、
と
歌
う
。

　
不
遇
の
身
を
託
つ
老
女
の
弾
く
琵
琶
の
音
は
、

あ
る
時
は
す
す
り
泣
く
が
如
く
、
あ
る
時
は
大
皿

の
上
に
大
小
の
粒
の
真
珠
を
ば
ら
撒
く
が
如
く
、

変
幻
自
在
で
壮
絶
な
も
の
と
な
り
、
白
氏
は
そ
の

音
に
我
が
身
を
重
ね
、
激
し
く
心
を
動
か
さ
れ
と

い
う
。

　
今
回
は
時
間
の
都
合
で
一
部
を
省
略
し
て
演
奏

い
た
し
ま
す
。

●

『糸竹初心集』（１６６４年）の《すががき》
と《りんぜつ》（前者は《六段の調》の隠しテー
マか。後者は《乱輪舌》の原曲か。）
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の
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録　

　
第
１
回
（
地
歌
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
１

　「
地
歌
は
お
も
し
ろ
い
」　

○
開
催
日
時

　
平
成
18
年
５
月
18
日
（
火
）　
午
後
６
時
半

○
出

　演

　

　
　
演
　
奏

　
　
　 

菊
原
光
治
　

　
　
　
助
演
　
菊
央
雄
司
　
菊
萌
文
子

　
　
構
成
・
解
説

　
　
　
久
保
田
敏
子
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
　
総
合
司
会

　
　
　
笠
谷
和
比
古
（
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
第
２
回
（
謡
曲
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
２

　「
謡
曲
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
５
月
10
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
金
剛
流
　
金
剛
永
謹

　
　
　
　
　（
助
吟
）
豊
島
晃
嗣
　
宇
高
竜
成 

　
　
観
世
流
　
井
上
裕
久

　
　
　
　
　（
助
吟
）
吉
浪
寿
晃
　
浦
部
幸
裕 

　
構
成
・
解
説

　
　
権
藤
芳
一
（
演
劇
評
論
家
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
３
回
（
琵
琶
楽
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
３

　「
琵
琶
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
19
年
11
月
29
日
（
木
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演   

奏

　
　
永
田
法
順
（ 

日
向
盲
僧
琵
琶
、
浄
満
寺
住
職
、
宮
崎
県

無
形
文
化
財
）

　
　
田
中
旭
泉
（
筑
前
琵
琶
日
本
橘
会
）

　
　
須
田
誠
舟
（ 

薩
摩
琵
琶
正
派
　
日
本
琵
琶
楽
協
会
理
事
長
）

　
構
成
・
解
説

　
　
山
川
直
治
（ 

国
立
劇
場
調
査
養
成
部
主
席
芸
能
調
査
役
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

　
第
４
回
（
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
４

　「
歌
舞
伎
の
下
座
音
楽
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
20
年
８
月
19
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
中
村
壽
慶
（ 

鳴
物
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

　
　
藤
舎
悦
芳
（
鳴
物
）

　
　
藤
舎
華
生
（
笛
方
）

　
　
杵
屋
浩
基
（
三
味
線
）

　
　
今
藤
敏
之
（
三
味
線
）

　
特
別
出
演

　
　
中
村
壱
太
郎
（
歌
舞
伎
役
者
）

　
構
成
・
解
説

　
　
赤
間
　
亮
（
立
命
館
大
学
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
５
回
（
文
楽
　
義
太
夫
節
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
５

　「
文
楽 

義
太
夫
節
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
21
年
８
月
18
日
（
火
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
豊
竹
嶋
大
夫
（
文
楽
　
大
夫
）

　
　
豊
澤
富
助
（
文
楽
三
味
線
）

　
構
成
・
解
説

　
　
後
藤
静
夫
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

第
６
回
（
常
磐
津
節
）

　
日
本
伝
統
音
楽
の
魅
力
を
探
る
　
レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
Ｖ
Ｏ
Ｌ
・
６

　「
常
磐
津
節
は
お
も
し
ろ
い
」

○
開
催
日
時

　
平
成
22
年
12
月
15
日
（
水
）
午
後
６
時
半 

○
出

　演

　
演
　
奏

　
　
常
磐
津
一
佐
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
都
代
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
三
代
太
夫
（
浄
瑠
璃
）

　
　
常
磐
津
都
㐂
蔵
（
三
味
線
）

　
　
常
磐
津
都
史
　（
三
味
線
）

　
　
常
磐
津
三
之
祐
（
三
味
線
上
調
子
）

　
鼎
　
談

　
　
常
磐
津
一
巴
太
夫
（
人
間
国
宝
）

　
　
権
藤
芳
一

　
構
成
・
解
説

　
　
竹
内
有
一
（
京
都
市
立
芸
術
大
学
日
本
伝
統
音
楽
セ
ン
タ
ー
准
教
授
）

　
司
　
会

　
　
南
端
玲
子

会
場
／

第
１
〜
４
回 
府
民
ホ
ー
ル
ア
ル
テ
ィ

第
５・６
回
は
京
都
府
立
文
化
芸
術
会
館

　
　
主
催
者
な
ど
は
今
回
と
同
じ
。

　
　
肩
書
等
は
上
演
当
時
の
も
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）
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〈京都和文華の会について〉

　本会は、広く市民を対象にして、京都を基盤

とする日本の伝統文化を紹介する場を設け、そ

の情報を発信することにより、わが国固有の文

化に対する理解を深め、伝統文化の振興と発展

を図り、もって世界の多様な文化を受容できる

精神的な土壌の育成に努めることを目的とし

て、次の活動、事業を行っていきます。

・ 京都の文化にかかわる芸術、芸能、学術、生活

文化等の振興を図る活動

・ 若い人たちに日本の文化を伝える活動

・ 伝統芸術、芸能の普及振興のための事業

・日本文化伝承のための事業

・ その他、本会の目的を達成するための事業

（定款より）

京都和文華の会
〒611- 0033

宇治市大久保町上ノ山 51-35

TEL／FAX　0774-43-7577

　
主　　催 京都和文華の会
共　　催 真如苑
協　　力 立命館大学アート・リサーチセンター
 社団法人　京都デザイン協会
 ＮＰＯ法人　京都文化企画室

 図版（表紙・チラシ）：『箏曲花がたみ─上』
 　　　　　　　　　明治29年9月15日発行より

　企画制作 京都和文華の会
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